


























































































? ? 344 344　1，870 1，214　3．560 111 1．85 0．32
諸機械製造職工
y其修繕工 120 120　　329449　　3．7 19 40 2．11 0．33
鍛冶鋳物及其他
熨ｮノ製造職工 48 48　　　102 150　　3．1
6 9 1．50 0．19
大 工 14 14　　　45 59　　4．2 5 9 1．80 0．64
紡　績　職 工 13 13　　　17 30　　2．3 2 2 1．00 0．15





















諸機械製造職工 3 58 43 16 0 0 120
及其修繕工
（
2．5） （48．3） （35．8） （13．3） （100．0）
鍛冶鋳物及其他 0 21 22 3 2 0 48










紡　績職　工 （ 　1V．7） 　　10i76．9）
　　　2
i15．4）
0 0 0 　　13
i100．0）
剖物樽及桶製造 1 4 4 2 1 1 13
職　　　　工
（



































配 偶 A未配偶 喪配偶 離　婚 口　　計










諸機械製造職工 13 73 15 13 101 1 5 120
及其修繕工 （10．8） 〈72．3＞ 〈14．9＞ 〈100．0＞ （100．0）
鍛冶鋳物及其他 1 25 8 13 46 1 0 48



















劃物樽及桶製造 1 6 4 1 11 0 1 13

















諸機械製造職工 120 101 144 71 73 84
及其修繕工 （1．0） （ 0．84） （1．20） （ 0．59） （0．61） （ 0．70）















































































諸機械製造職工 103 82　　　12　　　94 12　　　　3　　　15 120
及其修繕工 （78．3） （12．5） （100．0）
鍛冶鋳物及其他 34 26　　　1　　　28 3　　　　3　　　　6 48













剖物樽及桶製造 11 7　　　3　　　10 1　　　　0　　　　1 13









諸機械製造職工 21　　　　　69　　　　25　　　　　3　　　　　　1　　　　　　ユ　　　　120 258 2．15
及其修繕工 （17．5）　（57．5）（20．8）（　2．5）　（0．83）　（0．83）　（100．0）



















































































































































































































































諸機械製造職工 1 0 1 48　　　　　　8　　　　　58　　　　　　2　　　　　　2　　　　　　120
及其修繕工 （0．83） （0．83）（40．0）　　（6．7　）　（48．3）　（1．7　）　　（1．7　）　（100．0）
鍛冶鋳物及其他 1 0 0 15　　　　　11　　　　　20　　　　　　0　　　　　　1　　　　　　48
金属ノ製造職工 （2．1） （31．3）　　（22．9）　（41．7）　　　　　　　　　（2．1　）　（100．0）
大　　　　　工














21 1 11 344
口 （　7．0）（13．4）（24．7）（　7．3）（35．8）（　2．3）（ 6．0）（0．29）（3．2） （100．0）
諸機械製造職工 3　　15　　38　　846　　2 6 0 2 120
及其修繕工 （　2．5）（ユ2．5）（31．7）（　6．7）（38．5）（16．7）（ 5．0）（16．7） （100．0）
鍛冶鋳物及其他 6　　11　　16　　　68　　　0 1 0 0 48
金属ノ製造職工 （12．5）（22．9）（33，3）（12．5）（16．7）（2。1） （100．0）
3　　1　　1　　0 8　　0 0 0 1 14大　　　　工 （4．4）（7．1）（7．1） （57．1） （7．1） （100．0）
紡績職工 0　　0　　3　　0@　　　（23．1） 　10　　0i56．9）
0 0 0 　　13
i100，0）
剖物樽及桶製造 1　　1　　6　　0 4　　0 0 0 1 13









諸機械製造職工 2　　　42　　　13　　　41　　13　　　　1　　　　10　0 0 0　　3　　4 120
及其修繕工 （　1．7）　（蕊．6＞　（10．8）　（鈎．2）　（1Gr8＞　　（0．紹）　　（G．83） （2，5）（3．3） （1DO．0）
鍛冶鋳物及其他 0　　　10　　　　6　　20　　　7　　　　3　　　　10　　0 0 1　　0　　0 48
金属ノ製造職工 （20。8）　（12．5）　（41．7）　（14．6）　（　6．3）　（　2．1） （2ユ） （100．o）




刹物樽及桶製造 0　4　0　6　1　　1　　00　0 0 0　　1　　0 13























































大　　　　工 0　　0　　0 1　　0 0　　1　　0　　0 0　　0　　0　　00　　5@（100．O）
19
伽功 （別．o） ＜肪．3＞ qOO跡
〔69．2〕
紡績職工 8　　0　　0 0　　0 0　　0　　D　　O 0　　0　　0　　00　　9@（100．0） 13
（圏．9） （田の （100．0＞
〔ca，2〕
劇物樽及桶 0　　0　　0 1　　G 0　　0　　0　　0 1　　2　　0　　00　　6 17













































































































































































































































































































































4 76 112 6730 28 17 4 4 1 1 344
i100．0）
9，125．3326，527





0 12 14 7 8 3 3 0 0 0 1 　48
iloo①
1，216．6125，346
0 0 6 4 2 2 0 0 0 0 0 14 謝．40 28，243大　　　　工 （100，0）
紡績職工
0 10 2 0 1 0 0 0 ? 0 0 　13
i100．0）
蹴2520，327





















































諸機械製造職工 28 62．04　2．2168 32．75　4．09441 80．801，971
及其修繕工 （va．3） （0．517） （6．7） （0．273） （胆．2＞ （0．673）
鍛冶鋳物及其他 15 42．20　2．8133 24．00　8．0009 20．202244















創物樽及桶製造 2 10．00　5．0002 6．00　3．00 8 15．50 1，938








































































諸機械製造職工 22，776 6，1140，578 29．鶉8 28，056 0，51702730，673 29，519 一〇．051
及其修繕工 （77．3） （20．7） （2．0） （100．0） （95．0） （1．8） （0．92） （2．3） （100．0）
鍛冶鋳物及其他 22，453 4，504
〔｝
26，958 25．謎60，879 0，500 0，42127，ユ46 一〇．188



































劃物樽及桶製造 24，677 5，4150 30，092 27，719o，769 G，461 1，192 30，142 0，050





























































諸機械製造職工 4 5　　17　　2819　29 0　　1 8　　0 5 112 4 120
及其修繕工 （33） （42）　（14．2）　（閤．3） （15．8）（胆．2） （0．83） （6．7） （4．2） （93．3） （3．3） （100．0）
鍛冶鋳物及其他 6 1　　3　　14 6　10 0　　0 2　　05 41 1 42
金属ノ製造職工 （143）（2．4）（7ユ）（詔．3） （14．3）（脇．8） （4．8） （1L9） （97．6） （2．4） （100．0）
















剖物玉野桶製造 0 0，　1　　6 4　　2 0　　0 0　　0 0 13 0 13































































諸機械製造職 0　41　　16　　0　　5755 8 75　　32　　13120


















紡績職工 0　　4　　0　　0　　4@（30。8）　　　　　　（罰，8）　8i61．5） 　1i7．7） 　13　　0　　0i100．0） 　13i100．0）
野物樽　及 1　　2　　0　　0　　38 2 9　　1　　3 13























































諸機械製造職 20　11 5　　9 12 11　　6　　5　　21 9． 11　　4　10614 120






































剖物樽及桶製 1　　0 1　　7 1 0　　0　　0　　1 1 0 1　　0　13 0 13





















諸機械製造職工 96　　　6 6　　　　0 1． 109 11 120
及其修繕工 （80．8）（5．0）（5．0） （0．8） （90．8） （9．2） （100．0）
鍛冶鋳物及其他 33　　　6 0　　　　0 5 44 4 48

















闇物樽及桶製造 9　　　2 0　　　　0 1 12 1 13
職　　　　　工 （69．2）（15．4） （7．7） （92．3） （7．7） （100．0）
註　「職工家庭調査」第13表より作成．
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6　「職工家庭」の特質
　以上において，その数の多い機械職工，鍛冶鋳物職工，大工，紡績職工，
樽桶職工とその所帯をとりあげて職種による相違を比較しつつ，「職工家庭」
の状況を検討してきた。全体の34．9％を占める機械職工家庭の全体的状況に
大きく類似するが，旧来からの職人的職種の大工，樽桶職工と新興の紡績職
工の対称的状況が随所にみられた。
　このような多様な内容からなるが，以上の検討を通じて得られるこの「職
工家庭」の平均的なイメージはつぎのようにる。
　1所帯の家族は世帯主とその家族2．5人の3．5人家族である。妻と1人の子
女，そして2所帯に1所帯かそれ以外の家族である。世帯主は30歳代，ある
いは40歳代で，総じて健康，尋常小学校は終えている。こどもはまだ大きく
ない。学齢児は小学校に通わせている。この家族で平屋建の長屋に2間で9
畳くらいの1戸分を借家して生活の場としている。
　仕事場に通い，1日12時間程度，月28日働く。休日は月2日である。他の
仕事に副業的にする肉体的・時間的余裕はない。今の仕事についたのは，総
じて積極的な理由によるのではなく，生活のためである。いまの仕事につい
たのは4・5年前である。
　妻などの家族が働くものが半分以上いる。女性であることから繊維関係の
工場，内職が多い。
　世帯主の収入は月22円20銭5厘，家族収入5円53銭9厘である。生活費は
26円52銭7厘である。生活は家族収入があることによって成り立っている。
若干の貯金または講掛をしている。なんとか収支あい償っている。
　新聞雑誌を読むが，これは講読しているということではないであろう。総
じて酒はあまり飲まないが，煙草は愛好されている。娯楽といえば，芝居，
浪花節などの庶民演芸を観たり，聴いたりであるが，活動写真という新しい
ものも始まっている。ときおりのこれらによって日頃の欝積を解消し，気分
一116一
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を新たにしたであろう。
　課題は，このような平均的なイメージが描ける「職工家庭」の状況を，他
と比較してその特性を明確にすることである。
　このことについて，とりあえず二つの点を記す。
　まずは，この「職工家庭調査」と同年の「細民調査」との比較である。東
京市の細民地区の調査である「細民調査」統計から描かれる「細民家庭」
は，つぎのようである。所帯主が男，有配偶，年齢は30～40歳，及び40～50
歳，所帯主，妻と1～2人の家族を構成標準とし，すなわち1所帯3～4人
目家族構成で，平屋建二普通長屋の4畳半1間に居住する。すべて健康で特定
の病気はない。所帯主は月平均24～26日勤勉に働き，月平均収入額は通常
14～15円，妻が1円70銭から2円50銭，所帯あたり15円70銭から17円50銭の
　　　　　　　　くの生活で生活していた。
　これは細民地区の居住者についてのもので，力役者層などのほかに工業従
事者も含まれている。以上の要約は工業従事者を41．2％も含む居住者につい
てのものであるが，それと比較してここで検討した「職工家庭調査」による
「職工家庭」は所帯の収入はかなり多く，住居条件は室数・畳数においてそ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くのの2丁目あり，生活状況はそれよりかなりよいといえる。
　つぎに，これを俸給生活者と比較することである。
　この年の日本国官吏19万4760人のうちの6万0772人，31．2％を占める判任
官の年俸は435円26銭3厘，月収は36円27銭2厘，そのうちの11級俸は月21
円72銭である。さらに，官吏のうちの11万33815人，58．4％を占める雇傭は月
16円99銭である。また，市吏1万1962人用35％を占める書記4208人の月俸は
26円51銭9厘，同じく5708人，47．7％を占める雇傭及其他は月俸25円62銭3
　　　くの厘である。ここでみた「職工家庭」の世帯主職工の月収は22円20銭5厘で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くのあったが，これで生活は楽であるとは決していえないにしても，これは庶民
の月収としては決して低いというものではないであろう。その住居の2室9
畳はその後も庶民の住居としては一般的であったといえよう。なかには財産
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収入がある者，貯金をしている者もあった。細民地区の住民，そこの職工と
は異なった生活状況にあったといえよう。
註
（1）この「職工家庭調査」の原表の階層区分は多くは，～10，10～20，20～30というもの
　であるが，～10は10未満，10～は10以上と解釈する。
（2）　r学制百年史資料編』の第1表学齢児童数および就学児童数より算出。なおその
　20年前の1891年の男子学齢児童の就学率は66．7％となる。
（3）津田真渤r日本の都市下層社会』1972年ミネルヴァ書房114～116ページ。
（4）この点については，中川清氏の指摘がある（中川清r日本の都市下層』1985年勤草書
　房67ページ。）
（5）　『第31回帝国統計年鑑』より算出。
（6）1909（明治42）年の「農業小作人・工業労働者生計状態に関する調査書」は，労働者
　の生計について，「家族五人の家計費として月々二十円にては非常に困難にして，此場
　合酒も煙草も飲めざるは勿論単に生きて居ると云ふに過ぎず」と記している（『統計集
　誌』第338号1909年4，月200ページ，r統計集誌』復刻版29巻所収）。
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